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３つのポリシー対照表 
学位授与の方針 
（ディプロマ・ポリシー） 

教育課程の編成・実施方針 
（カリキュラム・ポリシー） 

入学者の受け入れ方針 
（アドミッション・ポリシー） 

DP1．思考力・判断力 
1）人間や文化について幅広い
知見を身につけることによ
って、マネジメントに必要
な広い視野から柔軟に考え
判断することができる。 

2）幅広い知見に基づいて、時
代と地域の課題を的確に捉
え判断するための基礎的能
力を有している。 

CP1. 思考力・判断力を高める 
1）自然・人文・社会・言語分
野の「教養教育科目」による
幅広い知識の融合を通し
て、マネジメントに必要な
広い視野や人間の本質など
に関する深い洞察力と柔軟
な思考力を涵養する。 

2）本学独自の学びの導入とし
て「ふくしまに学ぶ(基礎)」
により、地域貢献への意識
を再認識し、実践的な学び
の入口に立つとともに、「基
礎ゼミナール」を通して大
学での学びに必要な基礎力
を高める。 

1．高校教育を広く学修し、マ
ネジメントを学ぶために必
要な思考力や判断力を一定
程度有している。

DP2．情報収集・分析力 

1）新たな社会を見据えて広く
現代社会に関心を持つと
ともに、マネジメントに必
要な適切な情報収集力と
客観的な分析力を修得し
ている。 

2 ） ICT （ Information and 
Communication 

CP2. 情報収集・分析力をつけ
る 
1）新たな時代を見据えて現代
社会を理解するために、「教
養教育科目」を通してマネ
ジメントに必要なさまざま
な情報収集力と分析力を獲
得する。 

2）マネジメントの基礎を獲得
するためのアカデミックリ

2 ． ICT （ Information and 
Communication Technology）
やマネジメントに興味をもち、
マネジメントに関する情報や
その情報について考えること
に関心を持っている。 
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Technology）を理解し、マ
ネジメントに応用できる
技術と能力とを修得して
いる。

テラシーとして ICTに関す
るリテラシー科目を必修と
するとともに、マネジメン
トに必要な経済統計やデー
タ分析などの科目を置く。 

DP3．構想・構築力 
1）マネジメントに必要な専門

基礎力をもとに、地域の課
題を発見しその解決の方
向性を想定する発見力と
構想力を有している。 

2）マネジメントの専門的知見
から、地域経営や地域政策
に関する構想を具体的な提
案として構築する力を有し
ている。 

CP3. 構想・構築力を育む 
1）マネジメントに関わる理論
分野の学問体系を包括的に
学修する入門科目として、
「専門基礎科目Ⅰ、Ⅱ」を設
け、経営学、経済学、政策学
等の基礎科目を学び、「専門
ゼミナール」によって課題
解決の方向性を発見させ
る。 

2）地域課題のマネジメントを
専門的に学ぶために、地域
の金融、企業経営、流通、交
通経済等を学ぶ「地域経営」
と防災・危機管理政策、公共
政策、メディア、地域コミュ
ニティ等を学ぶ「地域政策」
の 2 領域を設定し、学生が

目指す将来キャリアに応じ
て段階的に各論・応用科目
を選択できるよう構成する
ことで、地域課題に対する
具体的な提案をできるよう
にする。 

3．高校教育をとおして、課題
を探求しその課題について
道筋を立てて構想・構築す
ることに一定程度関心があ
る。 

－審査意見(6月)(資料)－3－



DP4．表現力・コミュニケーシ
ョン力 
1）課題に対応した活動の価値
を言語やモデルを通して伝
え、マネジメントのため
の情報として表現し発信す

ることができる。 

2）課題に対応するための企画
を動かすリーダーシップに
よって他者との相互理解を
はかり、マネジメントに
必要なコミュニケーショ
ン力を有している 

CP4. 表現力・コミュニケーシ 
ョン力を身につける 
1）現地での演習（「被災地
フィールドワーク」「企業・
行政・エクスターンシップ」
「地域連携演習Ⅰ」「地域連
携演習 Ⅱ」「専門ゼミナール 
Ⅰ～Ⅲ」）によって、マネジ
メントをことばで説明する表
現力・コミュニケーション力
を培う。 
2）  学生参画対話型教育（アク

ティブラーニング）を通し
て、マネジメントに必要な
リ ーダーシップや相互に理

解する力を培い、コミュニ
ケ ーション力へとつながる

基本的な語学力を養成する
ために、マネジメントに関
する実践的な語学科目を
置く。

4．高校教育をとおして基本的
なコミュニケーション能力
を身につけ、人的ネットワ 
ークへの理解があり、人と
協働する姿勢を一定程度有
している。 

DP5．実践力・総合力 
1）さまざまな課題の解決に取
り組むために、人と物の資
源を組織化するマネジメン
トの実践力を身につけてい
る。 

CP5. 実践力・総合力を培う 
1）「ふくしまに学ぶ（応用）」
によって体験的学修を取り
込みながら、実社会におけ
る諸活動に結びつけ、「専門
ゼミナール」を通して、的確
な判断の基に課題解決の道
筋を提案する実践力、総合
力を培う。 

5．行動力と実行力を一定程度
有している。 
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2）状況を客観的に評価・修正
し、組織に成果をもたらす
ために考え行動する総合的
なマネジメントの実践技術
と能力を身につけている。 

2）学びの成果を集約し、達成
度を総合的に測る指標とな
る「卒業論文・卒業研究指
導」を置く。 

CP6. 厳格な成績評価を行う 
学修成果は、各授業科目のシ
ラバスに示した授業の到達
目標に応ずる到達度の評価
（評価方法・基準）にしたが
い、中間試験、期末試験、レ
ポート、調査、作品、実技、
出席状況、口頭試問等（以下
「試験等」という）によっ
て、到達目標と達成度に応
じた厳格な成績評価を行
う。 

－審査意見(6月)(資料)－5－



入学者選抜方法とアドミッション･ポリシーとの対応表
選抜種別 選抜名称 選抜方法（回数、出題範囲） 出願資格 出願書類 AP.1 AP.2 AP.3 AP.4 AP.5 【参照】アドミッション･ポリシー 

推薦選抜

学校推薦選抜

①国語基礎問題

②小論文

③面接（出願書類「志願者調査カード」

により実施）

①高等学校または中等教育学校の全日

制課程・定時制課程を令和5年3月

卒業見込みで、本学専願の者

②出身高等学校または中等教育学校に

おける全体の評定平均値が「3.2 以

上」の者

調査書

推薦書

志願者調査カード

入学志願票

選抜票

国語基礎問題にて成

績を評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

高等学校の評定を評

価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

国語基礎問題にて成

績を評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

面接内容にて評価

マネジメント学部は、持続可能な地域

の創生と活性化に貢献する人材を養成

する（DP）ため、本学における学びと

して構築された教育課程と教授方法

（CP）を受け止め、自ら進んで学ぶこ

とのできる人材を求める。その観点は

以下のとおりである。

1．高校教育を広く学修し、マネジメン

トを学ぶために必要な思考力や判断

力を一定程度有している。

2. ICT（Information and Communication 
Technology）やマネジメントに興味

をもち、 マネジメントに関する情報

やその情報について考えることに関

心を持っている。

3．高校教育をとおして、課題を探求し

その課題について道筋を立てて構

想・構築することに一定程度関心が

ある。

4．高校教育をとおして基本的なコミュ

ニメーション能力 を身につけ、人的

ネットワークへの理解があり、人と

協働する姿勢を一定程度有してい

る。

5．行動力と実行力を一定程度有してい

る。

指定校推薦選抜

①国語基礎問題

②小論文

③面接（出願書類「志願者調査カード」

により実施）

①本学が指定した高等学校または中等

教育学校を令和5年3月卒業見込み

で、本学専願の者

②本学が指定した基準を満たす者

調査書

推薦書

志願者調査カード

入学志願票

選抜票

国語基礎問題にて成

績を評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

高等学校の評定を評

価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

国語基礎問題にて成

績を評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

面接内容にて評価

総合型選抜
総合型選抜

Ｂ日程～Ｄ日程

①面談（2回） 
②小論文

一般選抜の出願要件に加え、出身高等

学校または中等教育学校における全体

の評定平均値が「3.0以上」の者 

調査書（面談時提

出の場合、不要）

志願者調査カード

入学志願票

面談内容にて評価

小論文の内容にて評

価

高等学校の評定を評

価

面談内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面談内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面談内容にて評価

小論文の内容にて評

価
面談内容にて評価

一般選抜

一般選抜Ａ日程

①学力検査（3科目） 
【必須科目】

国語

（国語総合／古文・漢文を除く）

英語

（コミュニケーション英語Ⅰ･Ⅱ、 

英語表現Ⅰ／リスニングを除く） 
【選択科目：以下より1科目選択】 
数学（数学Ⅰ･Ａ･Ⅱ･Ｂ） 

世界史（Ｂ） 

日本史（Ｂ） 

政治経済（Ｂ） 

②面接（出願書類「志願者調査カード」

により実施） 

①高等学校または中等教育学校卒業

者、および令和5年3月卒業見込み

の者

②通常の課程による 12 年間の学校教

育を修了した者

③高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認められ、令和 5 年 4
月1日に満18歳以上である者 
ア.外国において、学校教育における

12年の課程を修了した者、または

これに準ずる者で文部科学大臣の

指定した者

イ.文部科学大臣が高等学校の課程

と同等の課程を有するものとして

認定した在学教育施設の当該課程

を修了した者

ウ.文部科学大臣が指定した専修学

校の高等課程を修了した者

エ.文部科学大臣が指定した者

オ.高等学校卒業程度認定試験規則

（旧大学入学資格検定規程）によ

り、文部科学大臣が行う高等学校

卒業程度認定試験（旧大学入学資

格検定）に合格した者、又はこれ

と同等以上の学力があると認めら

れる者

調査書

志願者調査カード

入学志願票

選抜票

学力検査にて評価

面接内容にて評価
面接内容にて評価

学力検査にて評価

面接内容にて評価
面接内容にて評価 面接内容にて評価

一般選抜Ｂ日程

①学力検査 
英語

（コミュニケーション英語Ⅰ･Ⅱ、 

英語表現Ⅰ／リスニングを除く） 
②小論文

③面接（出願書類「志願者調査カード」

により実施）

調査書

志願者調査カード

入学志願票

選抜票

学力検査にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

学力検査にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

小論文の内容にて評

価

面接内容にて評価

面接内容にて評価
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